










































































































































- 61 - 
 － 61 －



- 62 - 
 

新河岸川（河川概略図）
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白子川（河川概略図）
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白子川地下調節池（河川概略図）
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城北中央公園調節池（河川概略図）
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河川別令和４年度執行予定及び令和３年度実績

令和４年度執行予定

河 川 名 科 目 用 地 規 模 工 事 規 模

石 神 井 川

中小河川整備費 ㎡ 棟 護岸 ｍ 橋

諸用地先行取得費 ㎡ 棟

計 ㎡ 棟

新 河 岸 川

高潮防御施設費

河川環境整備費

河 川 維 持 費 草刈り等

河 川 防 災 費 護岸補修工事 ｍ

計

白 子 川

中小河川整備費 ㎡ 棟 護岸 ｍ 、１橋の一部

諸用地先行取得費 ㎡ 棟

計 ㎡ 棟

比丘尼橋下流調節

池

河 川 防 災 費 計装・電気設備更新

計

環状七号線広域地

下調節池

中小河川整備費 越流堰及びゲート設備整備

計

城北中央公園

調節池

中小河川整備費 本体躯体一期工事

計

千 川 上 水

河 川 維 持 費 清掃、補修等

計

管 内 河 川 水 防 費

計

中小河川整備費 ㎡ 棟
護岸 ｍ、 橋、 橋の一部、

城北 本体躯体一期工事

高潮防御施設費

河川環境整備費

河 川 維 持 費 草刈り、清掃、補修等

河 川 防 災 費 護岸補修工事 ｍ

水 防 費

諸用地先行取得費 ㎡ 棟

計 ㎡ 棟
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令和３年度実績 

河 川 名 科   目 用 地 規 模 工 事 規 模 

石 神 井 川 

中小河川整備費 243 ㎡   1 棟 護岸 90ｍ 2 橋の一部 

諸用地先行取得費 0 ㎡   0 棟   

計 243 ㎡   1 棟   

新 河 岸 川 

河川環境整備費    

河 川 維 持 費   草刈り等 

河 川 防 災 費  護岸補修工事 507ｍ 

計     

白 子 川 

中小河川整備費 46 ㎡   2 棟 
護 49ｍ 、1橋の一部 

護岸嵩上げ 112ｍ 

諸用地先行取得費 0 ㎡   0 棟   

計 46 ㎡  2 棟   

比 丘 尼 橋 下 流  

調 節 池 
河 川 防 災 費  計装・電気設備更新 

環 状 七 号 線  

広 域 調 節 池 

中小河川整備費   

計   

城 北 中 央 公 園  

調 節 池 

中小河川整備費  本体躯体一期工事 

計   

千 川 上 水 

河 川 維 持 費   清掃、補修等 

計     

管 内 河 川 水 防 費     

計 

中小河川整備費 289 ㎡   3 棟 
護岸 110m、2 橋の一部、嵩上げ 136ｍ 

（城北）本体躯体一期工事 

河川環境整備費   
 

 

河 川 維 持 費   草刈り、清掃、補修等 

河 川 防 災 費   護岸補修工事 507ｍ 

水 防 費     

諸用地先行取得費 0 ㎡   0 棟   

計 289 ㎡   3 棟   
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Ⅶ 水防業務

管内における河川の整備は、現在、区部河川の目標整備水準を時間 ミリ降雨から ミリの降雨に引き上

げられたことに伴い策定された、石神井川、白子川の新たな河川整備計画により、改修を鋭意進めていると

ころである。一方、近年では地球温暖化が原因ともいわれる短時間に記録的な雨量を伴う集中豪雨が全国的

に頻発しており、急激な出水で人的被害も数多く発生している。

この様な水害から住民の安全を確保するためには、護岸を整備して治水安全度の向上を図るだけでなく、

迅速かつ適切な水防活動が必要であり、日頃から水害の発生を念頭にした必要資器材の準備や、実践的な水

防体制を整備して行くことが重要である。

このため、当所は「東京都水防計画」に基づき、管内の水防管理団体が行う水防活動が的確に行われるよ

う「東京都第四建設事務所・水防計画」を作成するとともに、毎年 月に「水防連絡会」を開催し、消防署、

警察署、陸上自衛隊、区役所、その他関係機関に内容を説明し、水防計画の周知徹底を図っている。

この水防計画は、水防組織や水防対策、水防上の要注意箇所及び区域、水防資器材と通信連絡施設、水防

情報の連絡系統などを詳細に規定するもので、特に河川の未整備箇所や工事中の箇所については、「水防上

注意を要する箇所」として指定し、水防活動の重点化と効率化を図っている。

また、平成 年 月 日から石神井川全区間にわたり、東京都が「水位周知河川」（※印参照）に指定し、地

域における水防活動の一層の円滑化や自主避難の判断要素への活用などを目指して運用を開始した。

石神井川の過去の溢水実績や溢水した場合の被害の大きさを考慮した上で、水位等の予測が技術的に可能

となったため、令和４年度内に「洪水予報河川」に指定し、「水位周知河川」の指定を解除することにして

いる。（洪水予報河川とは、河川の水位予測を基に、洪水の恐れがあるときに、気象庁と共同で氾濫危険情

報を発表する河川である。現在東京都管理河川では、善福寺川、谷沢川、丸子川など９河川で運用している。）

さらに、令和 年度から高潮による相当な被害を生ずるおそれがある海岸（水位周知海岸）を指定し、新河

岸川において氾濫危険水位を設定した。高潮氾濫危険水位に達した場合、関係区や住民等へ東京都から高潮

氾濫危険情報を発表し、自主避難、関係区による水防活動や避難情報発令等の判断に活用される。

近年の水害は、家屋や家財の浸水被害にとどまらず、地下室や地下街など大小規模の地下空間における人

的被害やライフラインの被災による都市機能の停滞など、多面的で深刻な様相を呈してきた。

こうした水害から河川流域の生命と財産を守り、健全な都市生活を維持していくため、河川整備の推進と

あわせて、管内各機関との密接な連携と協力体制づくりにより、より一層、効果的な水防活動の展開を図っ

て行く。

※「水位周知河川」：洪水により相当な被害を生ずる恐れのある河川について、河川の水位上昇で溢水危険度が高まった

時、河川管理者がその旨を周知する防災情報を発表する河川のこと。洪水時における自主避難の判断や関係区市による

円滑な水防活動、及び避難情報発表の判断などへの活用で、洪水被害を軽減することを目的としている。
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Ⅷ 管内河川の主な水害状況（昭和 年～平成 年）

１ 石神井川の主な水害状況

年 元

月 日 月 日 月 日 月 日 月 日 月 日 月 日

災 害 名 集中豪雨 集中豪雨 集中豪雨 集中豪雨 雷 雨 台風 号

浸 水 面 積（ ）

浸
水
棟
数

床 下（棟）

床 上（棟）

計 （棟）

降
雨
記
録

観 測 所 名 練 馬 豊 島 田 無 石 神 井 石 神 井 田 無

時間最大雨量 ㎜）

日 雨 量 ㎜）

被 災 区 市 町 村 名 練馬区

○石神井町５

○上石神井３

南田中３

高野台４

高松１・５

貫井５

○向山３・４

○桜台６

○早宮１

○氷川台３

豊玉北５

豊玉南１

北町８

平和台１

田柄５

板橋区

向原１

大山金井町

田無市

本町１

南町１

北原町１

谷戸１

芝久保２

向日台２

西原町４

保谷市

本町１

柳沢１

板橋区

熊野町

大山金井町

豊島区

高松

池袋本町

長崎

池袋

豊島区

池袋

目白

南長崎

長崎

千早町

要町 等

北区

西ケ原３

練馬区

向山４

練馬２

平和台１

桜台３

羽沢２

小竹町３

旭丘２

板橋区

大山金井町

熊野町６

南 町 １

等

田無市

本町１

芝久保町２

南町６

向台町２

北区

岸町２

滝野川２

保谷市

柳沢５

東伏見４

練馬区

○高松１

富士見台４

○向山４

貫井１

南田中３

高野台１

小竹町１

関町北４

関町東２

上石神井３

豊島区

長崎２

練馬区

向山４

高松１

石神井町１

備 考
本川の溢水・

内水
内 水 内 水 内 水

本川の溢水・

内水
浸 水

（注）１ この資料は、水害統計調査により、溢水のあった主な水害を記載した。

２ 浸水面積及び浸水棟数は流域内における内水氾濫によるものも含む。

３ 雨量は流域内又は、その周辺の観測所（都建設局及び気象庁）のうちで時間最大値を記録した観測所のものを

記載した。

４ 被災区市町村の○印は、溢水のあった区市町村を示す。

－ 71 －



- 72 - 
 

年

月 日 月 日 月 日 月 日 月 日 ７月 ～ 日 月 日

災 害 名 集中豪雨 集中豪雨 集中豪雨 集中豪雨 集中豪雨 集中豪雨

浸 水 面 積（ ）

浸
水
棟
数

床 下（棟）

床 上（棟）

計 （棟）

降
雨
記
録

観 測 所 名 練 馬 板 橋 石 神 井 板 橋 練 馬 石 神 井

時間最大雨量 ㎜）

日 雨 量 ㎜）

被 災 区 市 町 村 名 豊島区

長崎

板橋区

大山金井町

練馬区

小竹町

豊島区

長崎

板橋区

大山金井町

練馬区

小竹町

練馬区 豊島区

田無市

小平市

板橋区

練馬区

練馬区

北町８

上石神井３

備 考 内 水 内 水 内 水 内 水 内 水 内 水
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月 日 月 日 月 日 月 日 月 日 月 日

集中豪雨 集中豪雨 集中豪雨 集中豪雨 集中豪雨 集中豪雨

石 神 井 板 橋 区 練 馬 石 神 井 学校橋（大谷口） 保谷庁舎

○練馬区

石神井台７

関町北４

関町東２

高野台２

板橋区

○北区

西東京市

○北区

板橋区

練馬区

豊島区

北区

板橋区

練馬区

練馬区 豊島区

北区

板橋区

練馬区

関町東２

西東京市

向台町２

新町４

本川の溢水・内

水
内水・溢水 内 水 内 水 内 水 内 水
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２  新河岸川の主な水害状況

年 元

月 日 月 日 月 日 月 日 月 日

災 害 名 台風 号 集中豪雨 雷 雨 台風 号

浸 水 面 積（ ）

浸
水
棟
数

床 下（棟）

床 上（棟）

計 （棟）

降
雨
記
録

観 測 所 名 志 茂 橋 志 茂 橋 志 茂 橋 志 茂 橋

時間最大雨量 ㎜）

日 雨 量 ㎜）

被 災 区 市 町 村 名 板橋区

舟渡４丁目

徳丸７丁目

北 区

赤羽北１丁目

赤羽台３丁目

板橋区

坂 下２丁目

〃 ３丁目

高島平７丁目

蓮 根３丁目

東坂下

舟 渡４丁目

板橋区

坂 下３丁目

蓮 根３丁目

高島平７丁目

備 考 内 水 内 水 内 水 内 水
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月 日 月 ～ 日 月 日

台風 号 台風 号 集中豪雨

志 茂 橋 志 茂 橋 志 茂 橋

板橋区

蓮根３丁目

高島平７丁目

北区 北区

板橋区

内 水 内 水 内 水
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３  白子川の主な水害状況

年 元

月 日 月 日 月 日 月 日 月 日 月 日 月 日

災 害 名 集中豪雨 集中豪雨 集中豪雨 雷 雨 集中豪雨 台風 号

浸 水 面 積（ ）

浸
水
棟
数

床 下（棟）

床 上（棟）

計 （棟）

降
雨
記
録

観 測 所 名 越後山橋 越後山橋 越後山橋 赤 塚 越後山橋 赤 塚

時間最大雨量 ㎜）

日 雨 量 ㎜）

被 災 区 市 町 村 名 練馬区

東大泉

三原台３

大泉学園町２

南大泉

西大泉

板橋区

成増３

練馬区

南大泉５

東大泉

大泉町２

三原台３

土支田４

練馬区

南大泉

西大泉

東大泉

大泉学園町

保谷市

泉町

住吉町

下保谷

中町

東町

ひばりヶ丘

栄町

練馬区

西大泉

保谷市

泉町

住吉町

下保谷

栄町

東町

ひばりヶ丘

板橋区

成増

練馬区

旭町

東大泉

大泉町

土支田

保谷市

泉町

中町

板橋区

三園

練馬区

旭町

大泉町

大泉学園町

保谷市

東町

泉町

住吉町

ひばりヶ丘

北町

備 考 内水・溢水 － 内 水 内 水 内 水 内水・浸水
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月 日 月 日 月 日 月 日 月 日

集中豪雨 熱帯低気圧 集中豪雨 集中豪雨 集中豪雨

越後山橋 保 谷 赤 塚 越後山橋 越後山橋

板橋区

成増

練馬区

旭町

北町

東大泉

大泉町

練馬区

西大泉

大泉町

保谷市

泉町

北町

新町

住吉町

中町

東町

ひばりが丘

板橋区

成増３

赤塚新町３

三園１

練馬区

旭町

練馬区

南大泉

練馬区

旭町

大泉学園町２

大泉町

西大泉

南大泉

板橋区

赤塚４

赤塚新町３

成増

西東京市

中町４

内 水 内 水 内 水 内 水 内 水
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＜参    考＞

１ 管内管理道路路線別調書（延長、面積）

種別
路線

番号
路 線 名

都市計画

路 線 名
通 称 道 路 名 延長ｍ 面積㎡

主

要

地

方

道

東 京 所 沢 線 放 ６ 青 梅 街 道

千代田練馬田無線 放 ７ 目白通り・富士街道

練 馬 所 沢 線 補 （ 大 泉 街 道 ）

飯田橋石神井新座線 旧 早 稲 田 通 り

練 馬 川 口 線 （ 土 支 田 通 り ）

芝 新 宿 王 子 線 環 ５の１ 明 治 通 り

環 状 八 号 線 環 ８ 環 八 通 り

環 状 六 号 線 環 ６ 山 手 通 り

環 状 七 号 線 環 ７ 環 七 通 り

一

般

都

道

東 京 朝 霞 線 （ 別 荘 橋 通 り ）

関 町 吉 祥 寺 線 補 吉 祥 寺 通 り

東 大 泉 田 無 線 （ 大 泉 街 道 ）

杉 並 田 無 線 補 新 青 梅 街 道

特

例

都

道

鮫 洲 大 山 線 補

瀬 田 貫 井 線 補 中 杉 通 り

音 羽 池 袋 線 放 （日 出 通 り）

小 石 川 西 巣 鴨 線 補 ・補 （宮仲公園通り）

椎名町上石神井線 補 千 川 通 り

池 袋 谷 原 線 放 要町通り（西池袋通り、正久保通り）

北 町 豊 玉 線 弁天通り､田柄通り､庚申通り

南 田 中 町 旭 町 線 補 笹 目 通 り

下 石 神 井 大 泉 線 補

常 盤 台 赤 羽 線 補

長 後 赤 塚 線 補 ・補

赤 羽 西 台 線 補 ・補

本 郷 赤 羽 線 放 本 郷 通 り

計 路線

注  通称道路名欄の（ ）はその他の呼名。
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令和３年４月１日現在

豊 島 区 板 橋 区 練 馬 区 合 計

延 長 面 積 延 長 面 積 延 長 面 積 延 長 面 積
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２  道路の施設及び附属物現況（令和４年４月１日現在）

（１） 施 設 の 概 要

共 同 溝 設置年月 延 長 設 置 場 所 設 備 概 要

東 池 袋 共 同 溝 昭和 年 月 ｍ
豊島区南池袋四丁目地内

～二丁目地内

ポンプ 台

換気ファン 台

照明設備 基

西 池 袋 共 同 溝 昭和 年 月 ｍ
豊島区西池袋三丁目地内

～要町二丁目地内

ポンプ 台

換気ファン 台

照明設備 基

 

排 水 場 設置年月 排水能力 台当たり 設 置 場 所 設 備 概 要

熊 野 町 排 水 場 昭和 年 月

口 径

出 力

吐出量 ㎥

板橋区中丸町一番地内

ポンプ 台

換気ファン 台

照明設備 基

南常盤台排水場 昭和 年 月

口 径

出 力

吐出量 ㎥

板橋区南常盤台一丁目地内

ポンプ 台

換気ファン 台

照明設備 基

向 原 排 水 場

（向原トンネル）
昭和 年 月

口 径

出 力

吐出量 ㎥

板橋区向原二丁目地内

ポンプ 台

換気ファン 台

照明設備 基

小 竹 排 水 場

（小竹トンネル）
昭和 年 月

口 径

出 力

吐出量 ㎥

練馬区小竹町二丁目地内

ポンプ 台

換気ファン 台

照明設備 基

谷 原 排 水 場 昭和 年 月

口 径

出 力

吐出量 ㎥

練馬区高野台四丁目地内

ポンプ 台

換気ファン 台

照明設備 基

練馬春日町排水場

練馬区春日町トンネル
平成 年 月

口 径

出 力

吐出量 ㎥

練馬区春日町三丁目地内

ポンプ 台

換気ファン 台

照明設備 基

 

横断地下道 設置年月 延 長 設 置 場 所 設 備 概 要

谷原横断地下道 昭和 年 月 ｍ
練馬区谷原五丁目地内～

高野台五丁目地内

ポンプ 台

照明設備 基

 

大気浄化施設 設置年月 処 理 能 力 設 置 場 所 設 備 概 要

大 和 町 交 差 点

大 気 浄 化 施 設
平成 年 月

土壌式除塵、脱硝装

置 ㎥

板橋区大和町地内

～本町地内

土壌層面積 ㎡

吸気ファン 台

給水装置 組

板 橋 相 生 陸 橋

大 気 浄 化 施 設
平成 年 月

電気集塵機＋吸着式

脱硝装置 ㎥

板橋区若木三丁目地内

～相生町地内

吸気ファン 台

電気集塵機 台

脱硝装置 基

北町若木トンネル

換 気 所
平成 年 月

電気集塵機

＋換気塔 ㎥
板橋区西台四丁目地内

排風機 台

電気集塵機 台
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歩道橋エレベーター 設置年月 基 数 設 置 場 所 設 備 概 要

若木のぞみ歩道橋

エレベーター
平成 年 月 １基（ ） 板橋区若木二丁目地内

巻上機

定員 名

速度

若木みどり歩道橋

エレベーター
平成 年 月

１基（ ）

１基（ ）
板橋区若木二丁目地内

巻上機

定員 名

速度

 

 

（２） 橋 梁、歩 道 橋

（橋 数） 

区 部 道 路 別 河 川 架 橋 立 体 交 差 橋
横 断 歩 道 橋

人 道 橋
計

豊 島 区

主 要 地 方 道

特 例 都 道

一 般 都 道

小 計

板 橋 区

主 要 地 方 道

特 例 都 道

一 般 都 道

小 計

練 馬 区

主 要 地 方 道

特 例 都 道

一 般 都 道

小 計

計

主 要 地 方 道

特 例 都 道

一 般 都 道

計

（架替、新設事業中を含む）

（３） 街 路 灯

（灯 数）

種別

区別 

ナトリウム

灯 

セラミックメ

タルハライド

ランプ 
水銀灯 蛍光灯 ＬＥＤ

障害物表

示灯 計 

豊 島 区

板 橋 区

練 馬 区

計

※  排水施設照明は除く
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（
４

）
街

路
樹

単
位

（
本
）

（
５

）
道

路
緑

地
単

位
（

㎡
）

区
名

歩
道
植
樹
帯

中
央
分
離
帯

植
込
地
（
緑
地
）

計
左
の
う
ち
花
壇

豊
島
区

板
橋
区

練
馬
区

計

区
名

場
所

ス
ズ
カ
ケ
ノ
キ

（
プ
ラ
タ
ナ
ス
）

桜
ケ
ヤ
キ

（
欅
）

ユ
リ
ノ
キ

エ
ン
ジ
ュ

イ
チ
ョ
ウ

（
銀
杏
）

ト
ウ
カ
エ

デ
セ
イ
ヨ
ウ
シ
ナ
ノ
キ
・

フ
ユ
ボ
ダ
イ
ジ
ュ

ク
ス
ノ
キ

（
楠
）

ヤ
マ
モ
モ

常
緑
ヤ
マ

ボ
ウ
シ

ハ
ナ
ミ
ズ

キ
そ
の
他

合
計

豊
島
区

植
樹
帯

緑
地 計

板
橋
区

植
樹
帯

緑
地 計

練
馬
区

植
樹
帯

緑
地 計

合
計

植
樹
帯

緑
地 計
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３．都市計画事業の事業告示一覧表
（令和 年 月 日現在）

路 線 名 
事 業 告 示 

当初認可年月日

変更認可年月日 都市計画決定

年月日
告示番号

幅 員

（ｍ）

延 長

（ｍ）
起 点 終 点

施 行

年 度

放射７号線

大泉
昭 ． ． 戦復 ３

練馬区大泉

学園町二丁目

練馬区西大

泉五丁目
～

． ．

放射９号線

（巣鴨）Ⅲ期
昭 ． ． 戦復 ３

豊島区巣鴨

三丁目

豊島区巣鴨

五丁目
～

． ．

． ．

． ．

放射 号線

（早宮・北町）
昭 ． ． 建 ～

練馬区早宮

二丁目

練馬区北町

五丁目
～

． ．

． ．

放射 ・ 号線

（小茂根・早宮）

放射 号線

昭 ．

（放射 号線）

昭 ．

建

建
～

板橋区小茂

根四丁目

練馬区早宮

二丁目
～

． ．

環状５の１号線

（雑司が谷）Ⅱ期

昭 ． ．

都市計画変更

平 ． ．

戦復 ３

都
～

豊島区雑司

が谷三丁目

豊島区高田

三丁目

豊島区南池

袋二丁目

～

～

． ．

環状５の１号線

（西巣鴨）Ⅰ期
昭 ． ． 戦復 ３

豊島区上池

袋一丁目

豊島区西巣

鴨三丁目
～

補助 号線

（南池袋） 木密
昭 ． ． 戦復

豊島区南池

袋二丁目

豊島区東池

袋四丁目
～

． ．

． ．

補助 号線

（中村南）
昭 ． ． 建

中野区上鷺

宮一丁目

練馬区中村

北三丁目
～ ． ．

補助 号線

（早宮）
昭 ． ． 建

練馬区早宮

三丁目

練馬区早宮

三丁目
～

補助 号線

（大泉町Ⅰ期）
昭 ． ． 建

練馬区大泉

町三丁目

練馬区大泉

町二丁目
～

．
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路 線 名 
事 業 告 示 

当初認可年月日

変更認可年月日 都市計画決定

年月日
告示番号

幅 員

（ｍ）

延 長

（ｍ）
起 点 終 点

施 行

年 度

補助 号線

（大泉町Ⅱ期）
昭 ． ． 建

練馬区大泉

学園町七丁

目

練馬区大泉

町三丁目
～

． ．

補助 号線

（千早）

木密

昭 ． ． 戦復
豊島区千早

三丁目

同区要町三

丁目
～

補助 号線

（南長崎） 木密
昭 ． ． 戦復

豊島区南長

崎六丁目

同区長崎五

丁目
～

補助 号線

（池袋本町）

木密

昭 ． ． 戦復 ～
豊島区池袋

本町二丁目

板橋区板橋

一丁目
～

補助 号線

（池袋本町）

木密

昭 ． ． 戦復
豊島区池袋

本町三丁目

板橋区大山

金井町
～

補助 号線

（上池袋）

木密

昭 ． ． 戦復 ～
豊島区上池

袋三丁目

同区池袋本

町三丁目
～

補助 号線

（長崎）

木密

昭 ． ． 建
豊島区長崎

一丁目

同区長崎五

丁目
～

補助 号線

（巣鴨）

木密

昭 ． ． 戦復
豊島区巣鴨

五丁目

北区西ヶ原

三丁目
～

補助 号線

（大泉学園町）

 
 

昭

 
 
建  

 
 

 

 
 

 

 
練馬区大泉

学園町四丁

目 

 
同区大泉学

園町八丁目 

 
 

～  

 
 

 

補助 号線

（南大泉）

 
 

昭

 
 
建  

 
 

 

 
 

 

 
練馬区東大

泉四丁目 

 
同区西大泉

一丁目 

 
 

～  

 
 

 

補助 号線

（上石神井）
昭 ． ． 建

練馬区関町

南一丁目

練馬区上石

神井一丁目
～

． ．

． ．

． ．
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４  事務所・工区案内図

第四建設事務所

所在地  〒   豊島区南大塚２－ －２

電  話  － （庶務課）  ＦＡＸ  －

交通機関

ＪＲ大塚駅（南口）より徒歩５分

地下鉄丸の内線新大塚駅より徒歩５分

分 室

電 話 － （用地第一課） ＦＡＸ －

－ （用地第二課） ＦＡＸ －
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第四建設事務所 豊島工区

所在地 〒 豊島区上池袋４－ －

電 話 － ＦＡＸ －

交通機関

東武東上線北池袋より徒歩５分

第四建設事務所 板橋工区

第四建設事務所 板橋工区

所在地 〒 板橋区小豆沢４－

電 話 － ＦＡＸ －

交通機関

埼京線北赤羽駅より徒歩 分

地下鉄都営三田線志村坂上駅より徒歩 分
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第四建設事務所 練馬工区

所在地 〒 練馬区北町６－ －１

電 話 － ＦＡＸ －

交通機関

地下鉄有楽町線平和台駅

より徒歩５分

第四建設事務所 板橋工区

第四建設事務所 石神井工区

所在地 〒 練馬区西大泉２－ －

電 話 － ＦＡＸ －

交通機関

西武池袋線大泉学園・保谷駅より各徒歩 分

－ 87 －
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